
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
Chat GPTとBard  

～ 文書作成ソフトについて ～ 

校長  芳 賀 重 紀  

 

今回は、【Chat GPT（チャットジーピーティ）: マイクロソフト社が投資しているオープンエーア
イ社】と【Bard（バード）: グーグル社】について、お話しします。これは、最近テレビで話題にあ
がるようになった文書作成ＡＩソフトです。Chat GPTに、質問やキーワードを入れると、人間が書

いたような流ちょうな文章を作成します。文章生成ＡＩソフトの進化はすさまじく、【文章を作成する
ことができる】【文章を要約することができる】【質問に回答することができる】【対話をすることがで
きる】など、もはや簡単な文書を作るときのアシスト機能ではありません。このようなソフトは、テキ
ストデータを大量に取り込むことによって、それを組み合わせて、自然な文章を作成することができる
ようになっています。Chat GPTは、無料で公開していて（Chat GPT4.0は有料）、スタンフォー
ド大学では、学生によるChat GPTを使ったレポートが殺到したそうです。このソフトを用いた論文
は、MBAの最終試験で合格点を出すまでになっています。また、アメリカの小学校では、宿題で
Chat GPTを使用した作文が増えたそうです。作文の内容が、子どもの言葉を使った内容だったの
で、最初は気付かなかったようです。このようなことが多発したので、アメリカの教育界では、児童・
生徒が作文や学生の論文をChat GPTを利用して、提出することを制限するようになりました。
Chat GPTを運用している会社は、OpenＡＩ社です。無料で、月刊１億人の人が使っています。未

来予測としては、ＡＩが作業することによって、文字・画像・音楽方面の仕事（新聞記者 画家 イラ
ストレーター 写真家 音楽クリエーター シンガーソングライターなど）が、なくなるのではないか
と言われています。ただし、その人にしかできないことなど、差別化を図った作品は生き残ると言われ
ています。 
文部科学省は、情報活用能力を学習の基盤となる資質・能力と位置付け、学習や日常生活に活用でき

ることの重要性を強調しています。⽣成ＡＩが、どのように学びに活かしていくかという視点、使いこ
なすための⼒を意識的に育てていく姿勢は重要であるとしながらも、まだ⽣成ＡＩは発展途上にあり、
個人情報、教育情報セキュリティ、著作権などの保護の観点から、使用に当たっては、十分な配慮が必
要であるとされています。 
私は子供たちが、教科書や本を読むことで、語彙を習得し、文脈を推敲し、徐々に書く力を身に付け

ていくものだと考えています。「参観日で、何を書けば（言えば）保護者が喜んでくれるのだろう。」

「どのような文章を書けば（話せば）、相手が納得してくれるのだろう」「どのように書けば（話せ
ば）、相手を説得できるのだろう」など、頭を使って学ぶことが大切だと思います。それが、論理的思
考力につながり、生きる力の基になります。本を読む習慣が付くように、子供と一緒に「家読」の習慣
を、１０分設けてみてはいかがですが。 

 
 

教育目標   郷土愛を育み 創造性を発揮させながら 自ら未来を切り拓く子の育成 

キーワード  「 自  律 」 ～ 自分で決めて 実行する ～ 

１０月号  令和６年10月3０日（水） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月５日（土）、「運動会」に続く学校の大きな行事である「文化祭」が無事に終了しました。前期の

取組の集大成を発表する場でもありました。小中学生全員が「我らが主人公」のスロ－ガンのもと「こ

れまでの頑張りの成果を、保護者・地域の皆さまに見てもらおう！」と頑張ってきました。 

子供たちは、夏休み明けの学校再開から約１カ月間、この「文化祭」に向けた練習に励んできました。

毎日の学習の他に発表の練習や準備があり、やることが多く多忙な日々でしたが、仲間と共に励まし合

い頑張る姿が多く見られていました。練習では、うまくいかないことや苦しいこともたくさんあったこ

とでしょう。しかし、それを乗り越えて迎えた本番では、生き生きと元気いっぱいに、精一杯に頑張る

姿がたくさん見られました。発表後の達成感・充実感は、苦労があったからこそ味わえるものです。会

場に駆けつけてくださった多くの皆さんに応援され、やり終えた子供たちの表情からは、「やり切った達

成感」が感じられました。 

子供たちが、この体験を今後に生かし更に成長できるよう、教職員一同も力を合わせて取り組みます。

保護者・地域の皆さまには、いつも子供たちを見守り支援してくださることに感謝申し上げます。今後

とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

低学年 劇・表現 

全校合唱 

中学年 音楽・劇 

 

中学生 総合・表現 

小５～中３ 合唱 児童生徒会 

高学年 劇 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校１・２年生は体育の授業で、柔道に取り組

んでいます。各学年ごとに鴛泊中の同学年の生徒

と一緒に「翔武館」までバスで行き学習していま

す。講師の今村先生に指導を受け、基本的な技や

受け身を習っています。 

柔道は、礼に始まり礼に終わります。日本を誇

る伝統的な格闘技であり、オリンピックでも日本

人が活躍している競技です。ぜひ、この機会に、

武道に親しみながら、礼儀や技を身に付けてほし

いと思います。 

 １０月２１日（火）、中学生全員が「薬物乱用

の防止」について学習をしました。ました。薬

剤師の吉野さん・福岡さんが来校し、講話をし

てくださいました。 

薬物を乱用することが「何故ダメなのか」は、

人間が生活していく上で最も大切な脳を侵して

しまうからです。薬物の正しい知識を持つこ

と・近づかないこと・近づいてきても断る勇気

をもつことが大切だということを学びました。 

これからも、保健体育の授業や学活・道徳な

どで、さらに学びを深めて行けるよう指導をし

ていきます。 

 

 

 

小学校では、教科書の上巻がほぼ終わり、下巻に入っています。後期の学びを深めています。 

低学年 中学年 高学年 



☆新しい２名の先生☆ 

どうぞよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（土） 名寄新人戦（バドミントン大会） 

 ４日（月） 11/3 振替休日  

5日（火） 繰上日課  

７日（木） 文協テスト・総合C  

８日（金） 中２体験入学（利尻高校） 

１０日（日） 英検（二次） 

１１日（月） 繰上日課 

 個人懇談（小）・三者懇談（中） 

１２日（火）  繰上日課 児童生徒総会 

個人懇談（小）・三者懇談（中） 

１３日（水）  繰上日課  

個人懇談（小）・三者懇談（中） 

 

i 

 

                    １０月より支援員として、利尻小鬼脇中で働くことになりました。私 

は、利尻島出身で高校まで利尻で暮らしていました。趣味はスポ－ツ観 

戦です。小３からずっとサッカ－を続けています。 

支援員として働き３週間がたちますが、元気いっぱいの子供たちに 

圧倒されながらも、楽しい毎日を過ごしています。利尻で生まれ育っ 

たので、利尻の魅力や子供たちの知らない地元話を伝えらると思いま 

す。そして、子供たちの成長を支援できるように、しっかり頑張り 

たいと思います。これからどうぞよろしくお願いたします。                      

 

 

 

 

 

 

 

坂本 優樹先生 

  

 

 
 

 

 

 

 利尻小・鬼脇中学校だより・学校行事・子供たちの様子・お知らせなどをホームぺ－ジに掲

載しております。ぜひ、下記のQRコードからアクセスし、 

ご覧になってください。★キーワ－ドから検索の場合★ 

「利尻小学校・鬼脇中学校ホームペ－ジ」から繋がります。  

 

１４日（木） 繰上日課 

個人懇談（小）・三者懇談（中） 

１５日（金） 繰上日課  

個人懇談（小）・三者懇談（中） 

１８日（月） 中３写真撮影（入試用）  

２０日（水） 繰上日課 

２２日（金） 集団下校訓練 

２６日（火） 繰上日課 委員会活動日  

老健訪問（中１） 

２７日（水） 漁類の話（高学年） 

       秀峰園訪問（中２・３年） 

２８日（月） 繰上日課 

香川県（うどん県）から、こちらの学校に来ました。趣味も特技もト 

ランペットを吹くことです。音楽の中でもトランペットが専門分野で 

す。利尻に来る前までは、吹奏楽部の指導に長く携わり、マーチング指 

導も行っていました。アンサンブルコンク－ルでは、全国大会へと生徒 

を導いた経験もあります。 

音楽が大好きなので、音楽の楽しさや喜びを、授業で生徒たちに伝え 

ていきたいと思います。雪国に住むのは初めてなので、不安もありま 

すが、皆さんと共に楽しく過ごしていきたいと思います。これからどう 

ぞよろしくお願いいたします。 田岡 康信先生 

坂本 優樹先生 


